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大四日市まつりなどのあり方を考える市民会議①－２議事録 

 

日時：平成１６年５月２３日（日）１５時４０分～１６時２０分 

場所：総合会館７階第１研修室 

出席者：委員 別紙出席表のとおり 

    事務局 商工課  平林課長、永田副参事、駒田勤労観光係長 

             中本主幹、待井 

 

司会：平林課長 

 

１．開催にあたって 

  事務局 永田副参事から会議趣旨説明。 

 

２．資料説明 

事務局 中本主幹説明 

○会場図面説明 

   平成１３年に明石の花火大会での事故を受けて、警察と協議しバス発着場の位置を変

更。（歩行者導線とバス導線を分離） 

   ○事業費推移説明 

     第１６回及び第１７回は台風により順延されたため、比較検討しやすいように順延にかか

る設備費等は除く金額を計上させていただいた。 

 

３．過去の会場での実現可能性について 

  四日市港管理組合 伊藤次長説明 

   ①工事進捗状況 

    ○緑地工事 

      富双埠頭緑地（観客席周辺）： Ｈ１９年度供用開始予定（３．５ｈａ） 

富双埠頭南側緑地     ： Ｈ１７年度供用開始予定（６．１ｈａ） 

 ○霞ヶ浦北埠頭（打ち上げ場所周辺） 

  国際コンテナターミナル：Ｈ１７年度供用開始予定 

  供用開始後コンテナ荷役が盛んになれば港湾関係者の協力が必要となる。 

○その他工事 

      歩道橋工事（富双緑地～国道２３号線西側地区）：Ｈ１８年度供用予定 

   ②富双埠頭以外の観客席 

     浜園埠頭：これまでどおり観客席として使用可能。 

     霞ヶ浦南埠頭：これまでどおり観客席として使用可能。 

   ③駐車場 

埠頭内の駐車場（８００台）はこれまでどおり使用可能。 

   ④花火打上場所 

花火打ち上げには打上地点から保安距離(半径２４０ｍ)をとる必要があり、港湾関係

者の協力が必要となる。 

北埠頭先端（東端）での打ち上げ（問題点：観客席から遠い）や、海上からの打ち上

げのみとする方法もある。 

 

管理組合としては、市民に親しまれる港としての機能にも力を入れており、本会議の議論

を踏まえて、前向きに検討させていただきたいと考えている。 

 

４．その他 
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 質 疑 

Ｑ＞Ｈ１７年度から花火大会の開催は物理的には可能ということなのか？ 

Ａ＞来年の花火大会時期までに工事がすべて終わるわけではないため、観客席が少な

いが、開催は可能である。花火打上についても港湾関係者の協力を得る必要はあ

るが物理的には可能である。 

 

Ｑ＞Ｈ１７年度から花火大会をするつもりはあるのか？ 

Ａ＞工事の関係で昨年度から中止しているところであるが、物理的な面だけではなく、あ

らためて花火大会をするべきなのか、また再開するにあたっての懸案事項はなにか

ということも整理し、検討いただきたいと考えている。 

また、バス発着場の確保についても以前利用させていただいていたイオン駐車場も

現在は店舗ができたことにより利用できなくなったという問題もある。 

運営についても、今までの四日市の花火大会は企業協賛金頼りで行ってきたが、

例えば観客席の有料化、結婚祝、出産祝に花火をあげる等、市民の協賛により運

営を行っていくという方法も考えられるので、運営面についても議論いただきたいと

考えている。 

 

Ｑ＞新潟県の小千谷では、市民協賛の花火大会をしており、プログラムには「○○時○

○分～ ○○さんの婚約祝いのスターマイン」等が記載されている。市民が花火に

協賛するための花火貯金というのもあるらしい。プログラムを取り寄せたらどうか？ 

Ａ＞次回までに取り寄せる。 

 

Ｑ＞Ｈ１４年度の総事業費４，０００万円と収入（補助金＋協賛金）約３，４００万円の差は

何か？ 

Ａ＞順延にかかる保険収入があり、この表には計上していないためである。 

数字が読めるように次回資料を用意させていただく。 

    

Ｑ＞四日市花火大会の市民協賛額はどれくらいあったのか？ 

   Ａ＞市民協賛は近年始めた。平均５０～７０万円程度であったと思う。 

   Ｑ＞企業からの協賛金についてであるが、各企業とも大変厳しい状況にあり、コンビナート

各社についても経費が１０％程度削減されており、協賛金についても一様に同程度

の減少になるのではないかと推測する。 

    

Ｑ＞有料観客席についても、次回開催までに調査していただきたい。 

   Ａ＞調査させていただく。 

    

Ｑ＞バスの転回場は確保できているのか？ 

   Ａ＞人とバスの導線交錯は避けたい。Ｈ１７年度に開催するとなるとバスを使用しないという

方向も含めて検討いただきたい。 

Ｈ１８年度には富双緑地への歩道橋が完成することにより、現状に比べかなり改善が

見込まれる。 

    

Ｑ＞徒歩での来場者とバスでの来場者の比率は把握しているのか？ 

   Ａ＞地元の方は徒歩が圧倒的に多い。公共交通機関では鉄道を利用される方が多い。富

双埠頭への来場者２～３万人のうち、５，０００人程度（Ｈ１４年度は３，０００人）がバス

を利用した。 

    

Ｑ＞花火終了後、観客の車両がいなくなるのは何時頃か？ 

   Ａ＞警備会社からの終了報告が２３時頃であったと記憶している。 



 

- 3 - 

    

Ｑ＞花火の単価を次回までに調べていただきたい。 

   Ａ＞次回までに調べさせていただく。 

    

Ｑ＞費用をかけずに成功している事例があれば、資料を集めていただきたい。 

   Ａ＞次回までに調べさせていただく。 

 

＜次回開催日程＞ 

６～７月は大四日市祭りを中心に進め、花火については８月下旬に開催。 


